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町政を問う町政を問う

阿部憲一 議員小磯利雄 議員

①
双
葉
郡
民
７
万

５
千
人
が
戻
る
こ

と
を
前
提
と
し
た

根
拠
は
。

①
救
急
搬
送
デ
ー

タ
の
分
析
結
果

と
、
高
齢
者
対
応

は
。

　

国
産
バ
ナ
ナ
栽
培
事
業

計
画
に
つ
い
て
、

①
経
常
利
益
積
立
金
は
。

②
事
業
開
始
日
、
相
手
方

経
営
状
況
、
事
業
契
約
内

容
の
ラ
イ
セ
ン
ス
ビ
ジ
ネ

ス
・
販
売
と
営
農
指
導
等

は
。

③
１
房
２
，
０
０
０
円
か

ら
１
，
５
０
０
円
と
言
わ

れ
て
い
る
バ
ナ
ナ
の
市
場

将
来
性
は
。

①
広
域
圏
組
合
事
務
局

で
、
帰
還
さ
れ
て
い
る
住

民
、
復
興
事
業
等
に
伴
う

新
規
住
民
、
郡
外
に
避
難

し
て
い
る
住
民
含
め
総
合

的
な
観
点
か
ら
、
震
災
前

の
郡
内
人
口
相
当
を
想
定

し
ま
し
た
。

②
広
域
圏
組
合
管
理
者
会

①
昨
年
度
末
で
約
４
，
４

０
０
万
円
で
す
。

②
平
成
30
年
８
月
23
日
広

野
町
振
興
公
社
の
取
締
役

会
に
て
承
認
さ
れ
、
25
日

事
業
着
手
し
ま
し
た
。　
　

　

取
引
を
行
う
、
Ｄ
＆
Ｔ

フ
ァ
ー
ム
は
、
昨
年
売
上

高
約
６
億
６
，
０
０
０
万

円
で
す
。
ま
た
、
Ｇ
Ｐ

フ
ァ
ー
ム
は
設
立
間
も
な

く
、今
期
収
穫
期
を
迎
え
、

売
上
が
計
上
さ
れ
ま
す
。

　

ラ
イ
セ
ン
ス
料
は
発
生

せ
ず
、
無
償
で
国
産
バ
ナ

ナ
栽
培
技
術
の
指
導
を
受

け
ら
れ
ま
す
。
販
路
は
Ｊ

Ａ
福
島
さ
く
ら
な
ど
と
協

議
し
て
お
り
、
販
路
が
無

い
場
合
で
も
Ｇ
Ｐ
フ
ァ
ー

ム
が
１
本
３
０
０
円
で
買

い
取
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。

③
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
安
全

な
食
品
と
し
て
、
ま
す
ま

す
需
要
が
拡
大
す
る
と
見

込
ん
で
い
る
と
広
野
町
振

興
公
社
か
ら
報
告
を
受
け

て
い
ま
す
。

計
画
を
凍
結
す
べ
き

町
長
／
町
民
の
意
志
受
け
止
め
報
告
し
て
い
く

取
り
組
み
状
況
は

町
長
／
配
布
・
貸
与
事
業
行
っ
て
い
る

小
磯

小
磯

小
磯

町
長

町
長

ヴィレッジ新駅北沢地区火葬場建設

ヴィレッジ新駅事件・事故

ヴィレッジ新駅国産バナナ

計画と将来性は
町長／需要拡大を見込んでいる

②
平
成
29
年
５
月
双
葉

町
が
「
特
定
復
興
再
生

拠
点
区
域
」
が
設
定
さ

れ
、
９
月
再
生
計
画
が

認
定
さ
れ
た
段
階
で
、

町
内
新
規
整
備
案
を
凍

結
す
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

③
地
域
住
民
に
よ
る

「
火
葬
場
建
設
反
対
署

名
」
が
町
と
広
域
圏
管

理
者
に
提
出
さ
れ
ま
し

た
が
、
町
長
は
ど
う
理

解
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

ま
た
、
３
回
目
の
説
明
会

は
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

④
２
回
に
わ
た
る
説
明
会

よ
り
、
火
葬
場
建
設
計
画

を
凍
結
す
べ
き
で
は
な
い

で
す
か
。

議
の
総
意
で
決
定
し
た
事

業
を
、
広
域
圏
組
合
議
会

と
広
野
町
議
会
に
説
明
を

し
、
地
区
住
民
説
明
会
に

取
り
組
み
、
広
域
圏
組
合

事
業
に
お
い
て
、
町
民
の

意
思
を
受
け
止
め
、
町
議

会
に
報
告
し
て
い
き
ま
す
。

③
重
く
受
け
止
め
、
広
域

圏
組
合
に
届
け
対
応
し
て

い
ま
す
。
地
区
住
民
説
明

会
の
取
り
組
み
は
、
広
域

圏
組
合
に
お
い
て
捉
え
て

い
ま
す
。

④
広
域
圏
組
合
事
業
に
お

い
て
、
町
民
の
意
思
を
受

け
止
め
、
町
議
会
に
報
告

し
て
い
き
ま
す
。

①
一
般
負
傷
、
急
病
の
割

合
が
高
い
状
況
で
、「
緊
急

医
療
情
報
キ
ッ
ト
」
の
配

布
、
緊
急
通
報
装
置
の
貸

与
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
急
病
搬
送
、
軽
症
54
件
、

交
通
事
故
、
軽
症
27
件
、

救
急
出
動
は
、
双
葉
地
方

広
域
市
町
村
圏
組
合
で
対

応
し
て
い
ま
す
。

③
本
町
は
、
本
年
度
「
広

野
町
自
殺
対
策
推
進
計
画
」

②
最
多
の
急
病
搬
送
と
交

通
事
故
搬
送
の
内
容
、
対

応
は
。

③
絶
対
防
止
す
べ
き
自
損

行
為
に
よ
る
搬
送
が
５
件

と
憂
慮
す
べ
き
件
に
つ
い

て
ど
う
さ
れ
ま
し
た
か
。

を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

相
談
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
推
進
し
、
関
係
機
関

と
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

町
長

平成29年度決算
　公平な納税と福祉の
　増進は
町長／きめ細かな対応をしていく

その他の質問

①
確
た
る
勝
算
も
な
い
の
に
計
画

を
進
め
、
既
に
何
億
円
も
使
っ
て

い
る
。
毎
年
４
千
万
円
も
の
支
出

の
二
ツ
沼
総
合
公
園
に
加
え
て
、

ま
た
負
の
遺
産
に
な
る
と
町
民
は

案
じ
て
い
る
。
事
業
を
一
旦
中
止

し
、
確
た
る
収
支
の
見
通
し
を
町

民
に
示
す
べ
き
で
は
。

②
道
の
駅
は
作
る
こ
と
が
目
的
に

な
っ
て
い
る
。
全
国
こ
う
し
た
も

の
は
建
設
業
者
が
首
長
に
話
を

持
っ
て
行
っ
て
事
業
に
す
る
。
こ

の
事
業
は
誰
が
考
え
付
い
て
、
ど

う
い
う
経
緯
で
事
業
化
を
決
め
た

の
か
。

③
山
の
切
り
崩
し
等
に
よ
り
周
辺

の
生
活
井
戸
へ
の
影
響
は
ど
う

か
。

①
民
間
活
力
の
導
入
、
ノ
ウ
ハ
ウ

や
創
意
工
夫
を
管
理
運
営
に
反
映

し
高
質
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
す
る
こ

と
で
、
健
全
な
経
営
が
で
き
る
よ

う
十
分
に
検
討
し
整
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

②
町
民
や
国
道
利
用
者
が
一
時
的

に
避
難
で
き
、
町
か
ら
の
避
難
指

示
な
ど
情
報
が
得
ら
れ
る
場
所

を
確
保
し
、
災
害
に
対
応
で
き
る

防
災
拠
点
整
備
が
必
要
で
あ
る
こ

と
、
平
時
に
は
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
創
出
の
場
と
し
て
整
備
に
着

手
し
ま
し
た
。

③
井
戸
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
所

よ
り
、
標
高
が
高
い
た
め
、
影
響

は
低
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
地

下
水
脈
は
目
で
見
え
な
い
た
め
、

事
前
調
査
を
行
い
、
経
過
観
察
し

な
が
ら
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ

う
、
土
取
り
事
業
を
進
め
ま
す
。

町
長

阿
部

道の駅

建設を懸念している
町長／十分に検討し整備を進める

ト
リ
チ
ウ
ム
は
体
内
で
有
機
結
合

型
ト
リ
チ
ウ
ム
に
な
る
と
、
Ｄ
Ｎ

Ａ
を
構
成
す
る
塩
基
の
内
部
の
水

素
や
塩
基
同
士
を
結
合
す
る
水
素

と
入
れ
替
わ
っ
て
遺
伝
情
報
自
体

を
書
き
換
え
る
、
全
身
で
。
加
え

て
、
ト
リ
チ
ウ
ム
は
ヘ
リ
ウ
ム
に

変
わ
る
の
で
塩
基
を
破
壊
し
、
塩

基
結
合
を
バ
ラ
バ
ラ
に
す
る
。
そ

の
細
胞
が
分
裂
し
て
癌
や
奇
形
な

ど
を
引
き
起
こ
す
。

①
有
機
結
合
型
ト
リ
チ
ウ
ム
の
危

険
性
を
承
知
し
て
い
る
か
。
承
知

な
ら
、
町
民
の
飲
料
水
を
ど
う
す

る
の
か
。

②
肩
書
き
だ
け
で
何
ら
知
識
の
な

い
人
間
、
国
の
役
割
を
帯
び
た
人

間
ば
か
り
の
町
の
放
射
線
健
康
対

策
委
員
会
は
解
散
し
て
、
放
射
性

核
種
の
リ
ス
ク
に
正
し
い
知
識
の

あ
る
人
材
を
登
用
す
る
こ
と
を
強

く
求
め
る
。

①
国
の
責
任
の
も
と
、
丁
寧
で
科

阿
部

県派遣研修トリチウム

危険性を認識せよ
町長／継続して求めていく

町
長

①
避
難
者
に
対
し
て
生
活
の
実
態

調
査
や
必
要
な
支
援
を
せ
よ
と
求

め
て
い
る
が
、
何
も
し
よ
う
と
し

な
い
。
違
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の

理
由
は
。

②
な
ぜ
帰
還
者
に
だ
け
便
宜
を
図

る
差
別
を
繰
り
返
す
の
か
。
町
長

は
定
例
議
会
で
「
差
別
を
し
な
い
」

と
明
言
し
た
で
は
な
い
か
。
そ
の

場
で
は
何
と
で
も
言
っ
て
や
り
過

ご
す
態
度
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

③
住
民
説
明
会
で
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

前
の
駅
を
作
る
理
由
を
問
わ
れ
て

８
町
村
が
合
同
要
望
し
た
も
の
で

仕
方
な
い
と
答
え
て
い
る
が
、
こ

①
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
金
交
付
、

相
談
支
援
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
、
高
速
道
路
無
料
化
な
ど
取
り

組
み
、
現
在
も
避
難
し
て
い
る
方

の
、
訪
問
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

言
う
こ
と
と
や
る
こ
と
が
違
う

町
長
／
様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る

阿
部

町
長

避難者支援

②
町
民
へ
の
差
別
は
あ
り
ま
せ

ん
。
住
民
の
福
祉
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

③
使
わ
れ
た
商
品
券
の
所
有
者
ま

で
は
確
認
で
き
ず
、
帰
還
者
・
避

難
者
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
率
は
把
握

で
き
ま
せ
ん
。

④
双
葉
地
方
８
ケ
町
村
が
県
に
要

望
し
、
県
と
双
葉
地
方
８
ケ
町
村

が
一
体
と
な
り
、
Ｊ
Ｒ
へ
の
要
望

活
動
に
取
り
組
み
、
三
者
に
よ
る

基
本
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

れ
は
国
か
ら
来
た
事
業
で
は
な
い

か
。
国
は
町
村
か
ら
の
要
望
の
形

に
し
な
い
と
や
れ
な
い
の
で
、
そ

の
命
を
受
け
た
町
長
が
先
頭
に

立
っ
て
他
の
町
村
を
巻
き
込
み
、

当
町
は
１
・
７
３
億
円
を
負
担
。

町
長
は
国
・
東
電
の
言
い
な
り
で

は
な
い
か
。

学
的
な
知
見
の
説
明
と
、
環
境
や

風
評
へ
の
影
響
を
議
論
し
、
地
元

の
理
解
を
最
優
先
に
、
方
向
性
を

慎
重
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
を
継

続
し
て
求
め
て
い
き
ま
す
。

②
除
染
事
業
の
情
報
収
集
や
精

査
、
効
果
的
な
線
量
低
減
等
の
分

析
及
び
評
価
を
行
い
、
町
内
の
環

境
回
復
、
町
民
の
早
期
帰
還
の
環

境
整
備
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
同

委
員
会
の
解
散
は
、
考
え
て
い
ま

せ
ん
。


